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And did those feet in ancient time,
Walk upon Englands mountains green:
And was the holy Lamb of God,





指す（Bateson 8;  Goslee 107）。ただし、この 2行の最後は、疑問符でなく
コロンで終わっている。ブレイクの句読点には、一般的に変則的なものが



























ヨセフ伝説にも依拠していると考えられる（Goslee 109;  Essick and Viscomi 








































And did the Countenance Divine,
Shine forth upon our clouded hills?
And was Jerusalem builded here,












解釈できる。これは 4 行目の ‘these’ という言葉 によって明確になる。










までに建てられた、黒煙を出す工場かもしれない（Ferber 84）。5  Michael 















Bring me my Bow of burning gold;
Bring me my Arrows of desire:
Bring me my Spear: O clouds unfold!
Bring me my Chariot of ﬁ re!
第 2連で今、ここ、すなわち当時のイングランドにおける荒廃、堕落の認
識が示唆されていたが、この連では、それを打開、克服するための闘いを










































ある（Goslee 117;  Essick and Viscomi 214）。サタンの軍勢との戦闘の 3日
目に、神は救世主である御子キリストを遣わされる。御子は自ら戦車（‘Th e 











範である」（‘Th e Old & New Testaments are the Great Code of Art’）、ある
いは「イエスとその使徒および弟子はみな芸術家だった」（‘Jesus & his 
Apostles & Disciples were all Artists’）（Erdman 274） という格言がある。キ
リスト教と芸術を同定する、ブレイクの独特の芸術・想像力に関する考え
である。
第 3連の 1行目にある、‘Bow’ は、聖書に現れる「虹」（‘rainbow’）を意
味する、とゴズリーは詳しく説明している（119–20）。その理由は、第 2連
の垂れこめた雲と雨の連想およびブレイクの『最後の審判の幻想』（A Vision 






















I will not cease from Mental Fight,
Nor shall my Sword sleep in my hand:
Till we have built Jerusalem,



















望しているのだ」‘Would ［to］ God that all the Lords people were Prophets’ 





































































（the Women’s Guild）や保守党によって、またユーロ 2000サッカー・トー
ナメントでも歌われている（Clark and Worrall 2）。
映画の中でこの歌が印象的に使われているものにHugh Hudson監督の
『炎のランナー』（原題 Chariots of Fire）と Derek Jarman 監督の『ジュビ













































“And did those feet in ancient time”（Milton より）―愛国か反逆か」（6月
6日於早稲田大学）に加筆修正を施したものである。）
注
1 ブレイクの『ミルトン』（Milton）からの引用は、Essick, Robert N. and Joseph 
Viscomi, eds. Milton a Poem からである。「序」（Preface）は 212–3ページである。他





4 Damon 404、Bloom 910、Essick and Viscomi 34 参照。Bateson は、‘Mills’ を
第一義的には教会だとしている（8）。





7 ‘Jerusalem’という曲の成立事情に関しては、Dibble 483–5およびBenoliel 133–4
を参照。
8 この二つの映画に関しては、Mark Douglas の論文 ‘Queer Bedfellows: William 
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